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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワーク上のネットワークサーバを介して、画像を含む文書情報を発信する情報処
理装置であって、
　撮影方向が制御可能なカメラによる複数の撮影方向を定義した撮影方向情報を１セット
とし、当該１セットの撮影時刻を含むスケジュール情報を記憶するスケジュール記憶手段
と、
　前記スケジュール情報の前記撮影時刻になった場合、前記スケジュール情報に従って前
記複数の撮影方向にしたがって前記カメラを制御して撮影させ、前記カメラから得られた
、前記複数の撮影方向にて撮影した前記１セット分の、複数の画像を記憶する画像記憶手
段と、
　表示手段に、従前に作成した文書情報を表示し、当該表示した文書情報中の変更しよう
とする画像に対し、当該変更しようとする画像と同じ撮影方向で撮影された各セット内の
画像で構成される一覧を表示し、表示された一覧のどの画像で置き換えるかを指定する指
定手段と、
　前記従前に作成した文書画像中の指定された前記変更しようとする画像を、前記指定手
段で指定された画像で置き換え、置き換えた画像を、他の画像と区別して表示し、新たな
文書情報を作成する文書作成手段と、
　前記文書作成手段で作成された前記新たな文書情報を前記ネットワークサーバに転送す
る手段と
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　を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　更に、予め用意された画像を記憶し、文書情報中の変更されていない画像について前記
予め用意された画像で置き換える手段を備えることを特徴とする請求項第１項に記載の情
報処理装置。
【請求項３】
　前記文書情報はＨＴＭＬ形式の文書情報であることを特徴とする請求項第１項又は第２
項に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　ネットワーク上のネットワークサーバを介して、画像を含む文書情報を発信する情報処
理装置の制御方法であって、
　撮影方向が制御可能なカメラによる複数の撮影方向を定義した撮影方向情報を１セット
とし、当該１セットの撮影時刻を含むスケジュール情報を記憶する工程と、
　前記スケジュール情報の前記撮影時刻になった場合、前記スケジュール情報に従って前
記複数の撮影方向にしたがって前記カメラを制御して撮影させ、前記カメラから得られた
、前記複数方向にて撮影した前記１セット分の、複数の画像を画像記憶手段に記憶する工
程と、
　表示手段に、従前に作成した文書情報を表示し、当該表示した文書情報中の変更しよう
とする画像に対し、当該変更しようとする画像と同じ撮影方向で撮影された各セット内の
画像で構成される一覧を表示し、表示された一覧のどの画像で置き換えるかの指定を入力
する工程と、
　前記従前に作成した文書画像中の指定された前記変更しようとする画像を、前記指定を
入力する工程で指定された画像で置き換え、置き換えた画像を、他の画像と区別して表示
し、新たな文書情報を作成する工程と、
　作成された前記新たな文書情報を前記ネットワークサーバに転送する工程と
　を備えることを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項５】
　コンピュータが読込み実行することで、前記コンピュータを、ネットワーク上のネット
ワークサーバを介して、画像を含む文書情報を発信する情報処理装置として機能させるコ
ンピュータプログラムを格納したコンピュータ可読の記憶媒体であって、
　撮影方向が制御可能なカメラによる複数の撮影方向を定義した撮影方向情報を１セット
とし、当該１セットの撮影時刻を含むスケジュール情報を記憶する工程と、
　前記スケジュール情報の前記撮影時刻になった場合、前記スケジュール情報に従って前
記複数の撮影方向にしたがって前記カメラを制御して撮影させ、前記カメラから得られた
、前記複数方向にて撮影した前記１セット分の、複数の画像を画像記憶手段に記憶する工
程と、
　表示手段に、従前に作成した文書情報を表示し、当該表示した文書情報中の変更しよう
とする画像に対し、当該変更しようとする画像と同じ撮影方向で撮影された各セット内の
画像で構成される一覧を表示し、表示された一覧のどの画像で置き換えるかの指定を入力
する工程と、
　前記従前に作成した文書画像中の指定された前記変更しようとする画像を、前記指定を
入力する工程で指定された画像で置き換え、置き換えた画像を、他の画像と区別して表示
し、新たな文書情報を作成する工程と、
　を前記コンピュータに実行させるコンピュータプログラムを格納した記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は情報処理装置及びその制御方法及び記憶媒体、特に映像入力装置で撮影蓄積した
画像を利用した電子文書を作成する情報処理装置及びその制御方法及び記憶媒体に関する
ものである。
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【０００２】
【従来の技術】
近年、インターネットへの接続ユーザ数が著しく増えてきている。また、単にアクセスす
る側としてでなく、情報の発信源としてインターネット上にホームページを設けることも
可能である。また、社内や関係会社の枠内でのネットワーク、所謂イントラネットも普及
しつつある。
【０００３】
自店舗の宣伝をする場合、これまでは新聞（及びその折り込み）及び雑誌、又は、放送を
活用するのが一般的ではあった。しかし、ホームページを設けることで、省資源の問題も
一掃することが可能で、自店舗のアピール目的という観点からすれば、今後、ますますこ
の形態が普及するものと考えられているし、身近な小店舗でもこのようなサービスを活用
することが多くなろう。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ホームページを変更する場合には、その自端末上でホームページを編集し、その結果をＷ
ＷＷサーバにアップロードするという作業が必要である。
【０００５】
一個人のホームページの場合には、さほどの頻度ではないと考えられるが、頻繁にホーム
ページを変更するような場合には、この作業は繁雑で別な意味でのコストを招くことにな
る。
【０００６】
例えば、食堂のメニューなど陳列するホームページを考えてみる。この場合、品目が変更
されたら速やかに公開している画像一覧ページの更新が望まれる。具体的には、デジタル
カメラなどでそれぞれの品目を撮影しなおし、その画像データをＨＴＭＬ文書エディタな
どを用いて取り込み、編集作業を行う。そして、最終的に出来上ったデータを、ＷＷＷサ
ーバにアップロードするという作業を行うという手順になるだろう。
【０００７】
したがって、品目変更時点で速やかに編集担当者に連絡を入れ、至急編集作業を行う必要
がある。換言すれば、編集担当者は品目変更の可能性のある時間は待機しておく必要があ
り、今度は運用コストがかかってくる。また、更新に手間もかかる。
【０００８】
本発明はかかる問題点に鑑みなされたものであり、ネットワーク上で発信するための文書
に含ませる画像を、簡単に更新することを可能ならしめる情報処理装置及びその制御方法
及び記憶媒体を提供しようとするものである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　この課題を解決するため、例えば本発明の情報処理装置は以下の構成を備える。すなわ
ち、
　ネットワーク上のネットワークサーバを介して、画像を含む文書情報を発信する情報処
理装置であって、
　撮影方向が制御可能なカメラによる複数の撮影方向を定義した撮影方向情報を１セット
とし、当該１セットの撮影時刻を含むスケジュール情報を記憶するスケジュール記憶手段
と、
　前記スケジュール情報の前記撮影時刻になった場合、前記スケジュール情報に従って前
記複数の撮影方向にしたがって前記カメラを制御して撮影させ、前記カメラから得られた
、前記複数の撮影方向にて撮影した前記１セット分の、複数の画像を記憶する画像記憶手
段と、
　表示手段に、従前に作成した文書情報を表示し、当該表示した文書情報中の変更しよう
とする画像に対し、当該変更しようとする画像と同じ撮影方向で撮影された各セット内の
画像で構成される一覧を表示し、表示された一覧のどの画像で置き換えるかを指定する指
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定手段と、
　前記従前に作成した文書画像中の指定された前記変更しようとする画像を、前記指定手
段で指定された画像で置き換え、置き換えた画像を、他の画像と区別して表示し、新たな
文書情報を作成する文書作成手段と、
　前記文書作成手段で作成された前記新たな文書情報を前記ネットワークサーバに転送す
る手段とを備える。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、添付図面に従って本発明に係る実施形態を詳細に説明する。
【００１１】
＜第１の実施形態＞
図２は実施形態におけるシステム構成図である。図中、１００は画像編集システムとして
機能するカメラサーバであり、１１０はネットワーク（インターネット等）である。２０
２は、ネットワーク１１０に接続するクライアント、２０３はＷＷＷ（ワールド・ワイド
・ウェッブ）サービスを提供するＷＷＷサーバ２０３である。
【００１２】
本実施形態では、カメラサーバ１００で撮影・録画された画像を元に、ホームページ（以
下、単にページという）が編集・作成され、それがＷＷＷサーバ２０３にアップロードさ
れる。そして、クライアント２０２からＷＷＷサーバ２０３にアクセスすることで、カメ
ラサーバ１００で撮影された画像（ページ）を閲覧するという構成になる。
【００１３】
実施形態における画像編集システムとして作動するカメラサーバ１００の構成図を図１に
示す。
【００１４】
カメラサーバ１００は、システムを立ち上げるのに必要なプログラムやデータが記憶され
るメモリ１０１、演算や処理の制御を行うところの中央処理装置１０２、文字，記号，画
等を表示するディスプレイ表示装置としてのＣＲＴ１０３、画像をキャプチャする画像入
力インターフェース１０４、制御コマンド等を送受信するシリアルインタフェース１０５
、データを保存する補助記憶装置（ハードディスク等）１０６、文字等を入力するキーボ
ード装置１０７、表示された文字等をカーソルで指示するポインティングデバイス１０８
、多地点間でデータの送受信を行うところのネットワーク通信インターフェース１０９が
、バス１１２を介して接続される。
【００１５】
カメラサーバ１００は、ネットワーク通信インターフェース１０９を介してネットワーク
１１０に接続されている。
【００１６】
カメラ１１１は、画像をキャップチャする画像入力インターフェース（ＶＣ）１０４と制
御コマンド等を受信したりステータス信号（現在の状況等）を送信するためのシリアルイ
ンタフェース（ＲＳ）１０５に接続されている。つまり、カメラ１１１に対する撮影に関
する制御（パン角、チルト角、ズーム倍率、露出等）は、ＲＳ１０５を介してコマンドを
送出することで行われ、撮影画像はＶＣ１０４で受信し、デジタルデータとして内部に取
込まれる。この制御にかかるプログラムは、メモリ１０１に格納されている。
【００１７】
メモリ１０１には、大別して動作設定プログラム１１３、録画実行プログラム１１４、候
補編集プログラム１１５、及びページ選択プログラム１１６が格納される。
【００１８】
なお、上記プログラムは記憶媒体（図示せず）に納められ、バス１１２に接続された当該
記憶媒体の駆動装置（図示せず）を介して、メモリ１０１上にロードされ実行されるので
もよい。換言すれば、カメラサーバ１００は、カメラ１１１を接続するためのインタフェ
ースを有するものの、汎用情報処理装置（例えばパーソナルコンピュータ等）を活用する



(5) JP 4251591 B2 2009.4.8

10

20

30

40

50

ことも可能である。
【００１９】
上述の構成よりなる実施形態の動作を以下順を追って詳述する。
【００２０】
カメラサーバ１００は、動作設定プログラム１１３の実行によってオペレータによって設
定された時刻になると、予め決められた位置の映像をカメラ１１１に撮影させ、それを蓄
積する。
【００２１】
このカメラサーバの撮影スケジュールを設定する動作設定の例を図３に示し、動作設定プ
ログラムの流れを図６のフローチャートを用いて説明する。
【００２２】
まず、既存の設定データ（図示せず）を補助記憶装置１０６より読み込み（Ｓ６０１）、
読み込まれたデータにしたがって図３の３０１のような設定ページ画面を表示する（Ｓ６
０２）。設定データが存在しない場合には、以下に説明する各項目は空欄のままとなる。
【００２３】
この画面において、フィールド３０２，フィールド３０３，フィールド３０４はそれぞれ
撮影開始時刻、撮影終了時刻、撮影間隔を入力する欄である。
【００２４】
また、第１プリセットポジションのパン，チルト，ズームの情報は、それぞれ、フィール
ド３０６－１ｐ，３０６－１ｔ，３０６－１ｚで入力できる。第２プリセットポジション
のパン，チルト，ズームの情報は、それぞれ、フィールド３０６－２ｐ，３０６－２ｔ，
３０６－２ｚで入力できる。同様に、本実施形態では５つまでのプリセットポジションを
それぞれのフィールドで入力できる。もちろん、数を増減させることは可能である。
【００２５】
以下、設定保存ボタン３０７が押されるまで、ステップＳ６０４の設定入力処理を繰り返
し、設定保存ボタン３０７が押されるとステップＳ６０５に進む（Ｓ６０３）。
【００２６】
設定入力処理（ステップＳ６０４）では、各種のフィールドへのデータ入力をチェックし
、入力データの表示を変更する。図３の例では、撮影開始時刻、撮影終了時刻、撮影間隔
、および、第１から第４までのプリセットポジションのカメラアングル情報が設定されて
いる。
【００２７】
第５プリセットポジションにはデータが指定されていないので、撮影開始時刻から撮影終
了時刻まで、指定された撮影間隔でそれぞれ、４つのプリセットポジションの撮影と録画
が指定されたことになる。
【００２８】
ステップＳ６０５では、表示されている各情報が補助記憶装置１０６に設定ファイルとし
て書き込まれる。
【００２９】
たとえば、図３の例では、１０時００分から１１時４０分までの間、２０分間隔で（計６
回）第１プリセットポジションのカメラアングル（パン値９．７２，チルト値０．００，
ズーム値４６．８０）画像から第４プリセットポジションのカメラアングル（パン値１１
．３０，チルト値５．００，ズーム値４０．００）画像まで４枚ずつ撮影を行うという設
定が保存される。
【００３０】
なお、このとき、各撮影時刻に録画実行プログラム１１４が起動されるようにオペレーテ
ィングシステムに登録が行われる。以上で、動作設定プログラムの説明を終了する。
【００３１】
動作設定プログラムにより指定された時刻になると、録画実行プログラム１１４が呼び出
され、映像の撮影・蓄積が行われる。
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【００３２】
ここでは、録画実行プログラムの流れを図７のフローチャートを用いて説明する。
【００３３】
まず、設定ファイルのデータ（図示せず）が補助記憶装置１０６より読み込まれ（ステッ
プＳ７０１）、各プリセットポジションに対して、所定のカメラアングルの画像取得コマ
ンドをカメラ１１１に送出することにより、カメラ１１１を制御して画像が取得され、そ
の画像がそのタイミングとプリセットポジションごとに補助記憶装置に書き込まれる（ス
テップＳ７０２）。
【００３４】
たとえば、図３の第１プリセットポジションに対しては、次のような画像取得コマンドが
カメラ１１１に対して発行される。
【００３５】
GetStillImage?pan=9.72&tilt=0.00&zoom=46.80&...
そして、図１に示す如く、撮影時刻１０：００から、第１プリセットポジションの画像が
「画像データ１２０－１－１」，第２プリセットポジションの画像が、「画像データ１２
０－２－１」，第３プリセットポジションの画像が「画像データ１２０－３－１」，第４
プリセットポジションの画像が「画像データ１２０－４－１」として補助記憶装置１０６
にファイルとして保存される。
【００３６】
同様に、次の撮影時刻１０：２０から、第１プリセットポジションの画像が、「画像デー
タ１２０－１－２」，第２プリセットポジションの画像が「画像データ１２０－２－２」
…というように保存されていく。以上を繰り返して全ての撮影スケジュールを終了すると
、録画実行プログラムを終了する。
【００３７】
以上の説明において、動作設定データは、補助記憶装置１０６に保存される例を述べたが
、動作設定プログラム１１３終了後もデータ消去せず、メモリ１０１に格納しておいても
かまわない。
【００３８】
次に画像編集の流れの例を図４に示す。
【００３９】
また、候補編集プログラム１１５の流れを図８のフローチャートを用いて説明する。これ
は、ページ候補編集者がページ選択プログラム１１５を起動することによって処理が開始
される。
【００４０】
本実施形態では「食堂メニューページ」（例えば社内にイントラネットが構築されていて
、その社員食堂のメニューページ）を作成する例を説明する。
先ず、編集すべきページを選択のための候補リスト画面４１０が表示される（ステップＳ
８０１）。
【００４１】
もし、画像ページ候補がひとつもない場合には、撮影・蓄積された画像データを基に各撮
影位置の特定時刻の画像が一覧表示される画像ページが自動的に生成され、ステップＳ８
０２に進んで、このページが表示される。
【００４２】
候補の一つが選択されると、システムが生成した画像ページがページ案１として変更画像
選択画面４１１が表示される（ステップＳ８０２）。
【００４３】
ここでは、編集前のページ案データ４０１のように、ページ案１は１～４のプリセットポ
ジションについて画像データ１２０－１－１，１２０－２－１，…のように各プリセット
ポジションの最初の候補画像が用いられている。
【００４４】
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次に、完了ボタンが押されたらステップＳ８０６に進む。また、表示画像のいずれかが選
択されるとステップＳ８０５に進む（ステップＳ８０３，Ｓ８０４の判断処理）。
【００４５】
ステップＳ８０５では、選ばれた画像と同じプリセットポジションでのそれぞれの時刻で
の撮影画像が差し替え候補画像として表示された差し替え画像選定画面４１２が表示され
る。そのうちの一つが選択されるとその時刻の画像に差し替えられ、ステップＳ８０２に
戻り処理を繰り返す。すなわち、変更画像選択画面４１３が表示される。
【００４６】
たとえば、画像４２１－２－１を変更しようとして、これをクリックすることで、この画
像が選択され、ステップＳ８０５に進む。
【００４７】
画像４２１－２－１は、画像データ１２０－２－１に対応し、第２プリセットポジション
の最初の時刻の撮影画像である。そして、第２プリセットポジションの各撮影時間の画像
を表示し、画像候補の選択画面が表示される。そこで、画像４２１－２－３が選択される
と、画像データ１２０－２－１が画像データ１２０－２－３に置換えられたページが作成
される。
【００４８】
こうして、完了ボタン４２２が押されるとページ案２として、ページ案データ４０２が作
成され、同時に補助記憶装置１０６に保存され（ステップＳ８０６）、候補リストが更新
され（ステップＳ８０７）、次回の編集処理では、候補リスト画面は４１４のように候補
が一つ追加されて表示が行われる。以上で、候補編集プログラムの説明を終了する。
【００４９】
全ての画像差し替え編集が終わると、次にページ選択プログラム１１６により、ページの
承認処理とＷＷＷサーバ２０３へのアップロード処理が行われる。
【００５０】
これは、承認者がページ選択プログラム１１６を起動することによって処理が開始される
。
【００５１】
このページ承認の流れの例を図５に示す。ここでは、ページ選択プログラムの流れを図９
のフローチャートを用いて説明する。
【００５２】
先ず、ＷＷＷサーバへの接続が行われ、このときに、まず承認者の認証画面５０１が表示
され、パスワード認証処理が行われる（ステップＳ９０１）。認証されない場合は処理は
中断される。
【００５３】
認証されると、候補ページ選択画面５０２が表示され（ステップＳ９０２）、対象候補が
選択されるとページ承認処理画面５０３が表示される（ステップＳ９０３）、ここで、却
下ボタン５１０が押されると処理が終了し、承認ボタン５１１が押されたと判断すると（
ステップＳ９０４）、ステップＳ９０５に進む。
【００５４】
ステップＳ９０５では、承認された画像ページが、ＷＷＷサーバ２０３へアップロード転
送され、処理が終了する。なお、イントラネットのようなネットワークではなく、一般の
公衆回線を使用している場合（例えばインターネットでも良い）には、転送終了した場合
に回線の切断処理を行うようにすることも可能である。
【００５５】
上記のような手順により、ＷＷＷサーバ２０２上のＷＷＷサービスにより画像ページがネ
ットワークに公開され、クライアント上のＷＷＷブラウザよりアクセス表示することが可
能となる。
【００５６】
以上で、ページ選択プログラムの説明を終了する。
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【００５７】
なお、複数の人が画像ページ候捕編集者として本システムを活用することができる。
【００５８】
ある編集者が編集したページを元にして、別の編集者が別の画像ページを簡単に作成する
ことができる。したがって、ボランティアベースで候補案を作成し、最終的に責任者がど
れかを選択承認してページ公開するという運用が可能となる。
【００５９】
以上説明したように、本実施形態によれば、各ポジションごとに適当な撮影画像を選択す
るだけで、画像ページを作成可能になり、編集作業の負担を大きく減らすことができる。
システムにより自動生成された画像ページのうち、変更の必要のあるポジションのみ撮影
画像差し替えの選択を行うだけで画像ページを修正可能になり、うまく撮影されていない
ポジションのみ変更すればよくなり、編集作業の負担をさらに減らすことができる。更に
、ボランティアベースで、複数の有志に任せて、いくつかの候補となる画像ページを作成
してもらうこともでき、作成された候補となる複数の画像ページから一ついいものを選定
選択するだけで、画像ページがたとえばＷＷＷサーバにアップロードされ、画像ページの
公開ができるようになり、さらに運用コストを下げることができる。
【００６０】
＜第２の実施形態＞
上記実施形態（第１の実施形態）では候補ページで画像が均一に表示されたが、これに限
るわけではない。
【００６１】
本第２の実施形態では、候補ページが表示される際に、表示された画像についての了承し
たことを明示するようにする。こうすることによって、画像に対して編集行為がおよんで
いるかいないかがひと目でわかり、画像ページの編集の効率を上げることができる。
【００６２】
本第２の実施形態の詳細について以下に述べる。
【００６３】
システム構成図は図１に示したカメラサーバ構成図における候補編集プログラム１１５を
、図１０の同１１５’に変更することで実現できる。
【００６４】
また、第１の実施形態の図１のカメラサーバ構成図のＨＤ１０６の中に、図１０に示すよ
うに差替え記録テーブル１２１を加える。
【００６５】
次に、本第２の実施形態の動作について詳細に説明する。
【００６６】
動作設定プログラム１１３、録画実行プログラム１１４及びページ選択プログラム１１６
の動作については第１の実施形態と同様である。
【００６７】
図１１に画像編集の流れの例を示す。図中、４１２ａは選択された画像（図示の場合には
画像２－３）をそのまま賛同（了承）するためのボタンである。画像が選択されると、そ
の画像の枠が非選択画像のそれと異なるように表示形態にすることで操作者に知らせるも
のとする。その例としては、色を変えたり、枠の太さを変えたり等様々なものが考えられ
よう。既に賛同した画像を、再び選択すると、賛同ボタン４１２ａの表示は「賛同解除」
に表示が切り換わり、これを選択すると賛同を解除することができる。
【００６８】
図１３に差替え記録テーブル１２１の例を示す。
【００６９】
各候補ページの、各画像データの第１プリセット～第４プリセットに対してテーブルを保
持し、差替えあるいはそのまま賛同された場合に対応する欄にチェックが記録される。
【００７０】
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候補ページ１はページ選択プログラム１１５によって自動的に生成されるので、全てのプ
リセット位置に対して、選択、賛同はないので空欄になる。
【００７１】
また、新たな候補ページに対するテーブルは、最初に差替えか賛同が行なわれた時に、元
となった候補ページと同じ情報がコピーされて加えられる。ただし、一度賛同指示を行っ
た後に、それを解除する操作を行えば、その欄のチェックは解除され、未チェックと同様
の動作を行う。
【００７２】
候補編集プログラム１１５’の動作の流れは、第１の実施形態の図８のフローチャートに
対し、図１２に示す如くＳ８０５’の差替え画像選択処理に変更された点である。
【００７３】
図１２のステップＳ８０１，Ｓ８０３，Ｓ８０４，Ｓ８０６，Ｓ８０７は、それぞれ、第
１の実施形態の図８の同符号と同じにしたのはその処理内容が同じであるためである。
【００７４】
ステップＳ８０４で画像選択が行なわれたのにつづくステップＳ８０５’では、画像賛同
ボタン４１２ａが付加された差替え画像選定画面４１２’が表示され、ボタン４１２ａが
押されたときは画像はそのまま、他の画像が選択されたらその画像に差替えられる。
【００７５】
いずれの場合も差替え記録テーブル１２１の対応する欄にチェックが記録される。そして
ステップＳ８０２に戻り、候補ページ表示処理を行なう。
【００７６】
ステップＳ８０２の候補ページの表示処理では、差替え記録テーブル１２１を利用して、
図１１の変更画像選択画面４１１や差替え画像確認画面４１３や新ページ案生成画面など
で、例えば図１４に示すように、選択や賛同された画像を太枠１４００で囲うなど、区別
した表示を行なう。こうすることで、選択や賛同された画像が明確にわかるようになる。
また、図１３のリストを集計して、賛同を受けた数を一緒に表示させても良い。
【００７７】
ここで、ステップＳ８０１で、最初に候補リストから元となる候補ページを選んだ際には
元ページの差替え記録を差替え記録テーブル１２１から用いて表示し、新たに選択や賛同
によって新規候補ページを作成した場合には、新規候補ページの新たに作成した差替え記
録を用いて表示してもよい。
【００７８】
こうすることで、まず元となる候補ページが、その元となった（元の元）ページからの差
替えと賛同を受けた画像を明確にした上で、新規の候補ページを作成できる。
【００７９】
また、逆に選択や賛同をされていない画像を明確にすることができる。
【００８０】
こうすることで、人為的な編集行為のおよんでいない画像を知ることができ、画像ページ
の編集の効率を上げることができる。
【００８１】
以上説明したように本第２の実施形態によれば、例えば有志によって作成された画像ペー
ジで選択や賛同などの編集記録を用いることで、好適な画像ページを容易に作成できる。
【００８２】
特に、まず元となる候補ページが、その元となった（元の元）ページからの差替えと賛同
を受けた画像を明示することで、賛同の得られない画像だけを差し替えるといったことも
可能であり、より好適な新規候補ページの作成が容易になる。
【００８３】
また、候補ページ編集時に画像が既に選択や賛同を受けていることを明示することで好適
な新規候補ページの作成を容易になる。更に、候補ページ作成時に画像が既に選択や賛同
を受けていないことを明示することで編集すべき画像を明確にでき、画像ページの編集の
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効率を上げることができ、好適な新規候補ページの作成を容易にする。そして、人為的な
編集行為のおよんでいない画像を知ることができ、好適な新規候補ページの作成を容易に
することもできるようになる。
【００８４】
＜第３の実施形態＞
上記第２の実施形態では画像の差替え情報を画像の明示に用いたが、これに限定されるも
のではない。
【００８５】
本第３の実施形態では、候補ページを承認する際に画像が差替えも賛同もされていない画
像がある場合、あらかじめ準備された所定の画像で差替えて承認する。
【００８６】
こうすることによって、編集行為のおよんでいない画像に関して、あらかじめ用意した所
定の画像を用いることで、好適な画像に差替え、画像ページの見栄えを良くすることがで
きる。
【００８７】
本第３の実施形態の詳細を以下に説明する。
【００８８】
システム構成は第２の実施形態の図１０における動作設定プログラム１１３とページ選択
プログラム１１６を、図１５に示すようにそれぞれ動作設定プログラム１１３’と、ペー
ジ選択プログラム１１６’に変更し、アップロード処理プログラム１１７を加えたもので
ある。
【００８９】
また、第２の実施形態のＨＤ１０６の中に、好適画像１５０－１，１５０－２，…１５０
－４を加えたものである。
【００９０】
次に、第３の本実施形態の動作について詳細に説明する。
【００９１】
録画実行プログラム１１４の動作については第２の実施形態と同様である。
【００９２】
候補編集プログラム１１５の動作については第２の実施形態と同様である。
【００９３】
次に、動作設定プログラム１１３’の動作設定の例を図１６に示す。
【００９４】
図１６の動作設定は第１の実施形態の図３の動作設定の例に所定画像設定フィールド１５
１－１，１５１－２，…１５１－４，…を加えたものである。
【００９５】
所定画像設定フィールド１５１－１，１５１－２，…１５１－４…には、各プリセット位
置における好適画像１５０－１，１５０－２，…．１５０－４…を示すファイル名などを
入力し、ＨＤ１０６の中に好適画像を保存する。
【００９６】
動作設定プログラム１１３’の動作の流れは、第１の実施形態の図６の動作設定プログラ
ム１１３と同様であるが、好適画像の設定が加わった点で異なる。例えば、図３の動作設
定画面で、所定画像設定フィールドが選択されると、好適画像の指定画面に切り換わって
、指定を行うようにする。
【００９７】
また、ページ選択プログラム１１６’は、好適画像が加わった点を除き、第１の実施形態
の図５のページ設定プログラム１１６の動作の例と同様である。ただし、このページ選択
プログラム１１６’の動作の流れにおいて、第１の実施形態の図９のステップＳ９０５の
ページのアップロード処理が変更になっている。
【００９８】
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続いて、本第３の実施形態におけるアップロード処理プログラム１１７の動作の流れにつ
いて、図１７のフローチャートを用いて説明する。
【００９９】
第１の実施形態の図９のステップＳ９０４と同様に、承認ボタンが押し下げられると、ア
ップロード処理プログラム１１７が起動される。
【０１００】
ステップＳ１７０１では、承認された候補ページの差替え記録を差替え記録テーブル１２
１から読み込み、選択も賛同もされていないプリセット位置を探す。
【０１０１】
続いてステップＳ１７０２で、該当するプリセット位置について、それぞれ対応する画像
を好適画像１５０－１，１５０－２，…、１５０－４，…から選択し承認された候補ペー
ジの画像と差し替える。
【０１０２】
以上のようにすることで、変更も賛同もされない画像は、あらかじめ設定された画像に置
き換えられアップロードされることになる。
【０１０３】
また、この際、選択も賛同もされていないプリセット位置に関しては、候補ページから削
除することもできる。
【０１０４】
例えば、候補ページのプリセット位置４の画像が選択も賛同もされていない場合、プリセ
ット位置１～３のみで構成される候補ページを構成し、承認する。
【０１０５】
この際の承認された画像ページの例を図１８に示す。
【０１０６】
こうすることで、人為的な編集行為のおよんでいない画像について、自動的に好適な画像
に差替え、画像ページの見栄えを良くすることができる。
【０１０７】
また、人為的な編集行為のおよんでいない画像について削除することで、好適な画像のみ
を公開でき、画像ページの見栄えを良くすることができる。
【０１０８】
以上のように本第３の実施形態においては、候補ページが承認され一般公開される際に、
人為的な編集行為のおよんでいない画像について、自動的に好適な画像に差替え、画像ペ
ージの見栄えを良くすることができる。
【０１０９】
また、候補ページが承認され一般公開される際に、人為的な編集行為のおよんでいない画
像について削除することで、画像ページの見栄えを良くすることができる。
【０１１０】
なお、上記実施形態では、動作設定プログラム、録画実行プログラム、候補編集プログラ
ム、ページ選択プログラム等が、カメラサーバ１００上で実行される例を説明したが、カ
メラサーバ１００が上記コマンドを解釈し、撮影した画像をコマンドを送った情報処理機
器に返送すれば、その情報処理機器でこれらのプログラムが実行されるようになっていて
もよい。
【０１１１】
例えばＷＷＷサーバ２０３で動作設定，録画実行，候補編集，ページ選択処理を行うこと
も可能である。この場合、動作設定プログラム１１３、録画実行プログラム１１４、候補
編集プログラム１１５、ページ選択プログラム１１６をＣＧＩ(Common Gateway Interfac
e)プログラムとして記述しておけば、ユーザはＷＷＷサーバ２０３上のＷＷＷサービスを
介して、各々のプログラムを実行することが可能となる。
【０１１２】
このような形態にすると、画像ページ編集者や承認者は、カメラサーバ１００まで足を運
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ぶ必要がなくなり、ネットワークを介して、遠隔地の撮影のデータ編集も可能になる。
【０１１３】
また、録画実行プログラムをカメラサーバで実行させ、動作設定プログラム、候補編集プ
ログラム、ページ選択プログラム等をＷＷＷサーバ２０３上で実行させてもよい。
【０１１４】
この場合は、動作設定プログラムで設定されたデータをカメラサーバ１００に転送して、
転送されたデータに基づいて、録画動作を行えばよい。そして、候補編集プログラム１１
５やページ選択プログラム１１６で、画像データが必要なときに、カメラサーバ１００か
ら転送して処理を行えば良い。
【０１１５】
こうすると、画像の撮影・録画は局所的に行われるので、ネットワークの帯域が狭くても
、取りこぼしがなくなるという効果もある。また、ネットワーク上の複数のカメラサーバ
から、画像を取込むようにしてもよい。これにより、例えば複数箇所の陳列棚の画像をま
とめてメニューを作成するとったことも可能になる。
【０１１６】
なお、本実施形態の適用対象として、食堂メニューなどの陳列品目のページ作成をあげた
が、他にも、飼育箱が積み重なっているペットショップのペット一覧ページ作成や、園芸
店のように広く床に並べられた鉢植えの一覧ページ作成にも適用できる。また、街角やリ
ゾート施設などを撮影し、それぞれのカメラアングルにおけるベストショットによる画像
ページを作成するのにも適用できる。また、カメラアングルは問わず、複数のカメラによ
る映像を画像のそれぞれの部分にしておけばカメラサイト別ベストショット集の作成に適
用できる。つまり、撮影対象によって本願発明が限定されるものではない。
【０１１７】
また、カメラによって自動撮影蓄積された画像を画像ページのそれぞれの部分で選択する
のではなく、画像ページを複数に分割し、それぞれの部分に候補となる画像をあらかじめ
用意しておき、複数の編集者が任意の部分について画像を部分画像として変更することで
共同して画像ページを作成してもよい。
【０１１８】
たとえば、候補画像として色度・明度・彩度のバリエーションを持った商品画像や季節を
出す挿し絵や、スポーツ・趣味など様々な場面を連想させるイラストなどを用意しておく
ことによって、商品カタログページや施設案内ページなどを共同で作成することが簡単に
できるようになる。
【０１１９】
さらに、画像自体を複数の領域に分割し、それぞれの部分の画像を置換えたり、それぞれ
の部分の画像を修正したりするようにしてもよい。施設案内やイベント案内が略地図のよ
うな画像で表現されているような場合や、一枚の絵の中に様々なイラスト・カットととも
に商品や展示物などが紹介される場合に、それぞれの部分毎に部分画像を差し替えたり修
正したりすることで、案内板や案内図などを共同で作成することが簡単にできるようにな
る。
【０１２０】
また、先に説明したように本発明は、特定のハードウェア（ネットワークに接続するため
、或いは、カメラからの映像を入力したり、通信するためのハードウェア）を必要とする
ものの、基本的に、汎用の情報処理装置（パーソナルコンピュータ等）で動作するプログ
ラムによって実現させることができる。
【０１２１】
したがって、本発明は、前述したプログラムコードを記録した記録媒体をコンピュータに
供給し、そのコンピュータ上で稼働しているＯＳなどが実際の処理の一部または全部を行
い、その処理によって前述した実施形態の機能が実現されることによっても達成できる。
さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能
拡張ボードや機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれた後、機能拡張ボードや機能
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拡張ユニットに備わるＣＰＵなどがプログラムコードの指示に基づいて実際の処理の一部
または全部を行い、その処理によって前述した実施形態の機能が実現される。本発明を上
記記憶媒体に適用する場合、その記憶媒体には前述のフローチャートに対応するプログラ
ムコードを格納することになる。
【０１２２】
以上説明したように、本第１の実施形態によれば、各ポジションごとに適当な撮影画像を
選択するだけで、画像ページを作成可能になり、編集作業の負担を大きく減らすことがで
きる。
【０１２３】
また、システムにより自動生成された画像ページのうち、変更の必要のあるポジションの
み撮影画像差し替えの選択を行うだけで画像ページを修正可能になり、うまく撮影されて
いないポジションのみ変更すればよくなり、編集作業の負担をさらに減らすことができる
。
【０１２４】
また、更に、ボランティアベースで、複数の有志に任せて、いくつかの候補となる画像ペ
ージを作成してもらうこともでき、作成された候補となる複数の画像ページから一ついい
ものを選定選択するだけで、画像ページがたとえばＷＷＷサーバにアップロードされ、画
像ページの公開ができるようになり、さらに運用コストを下げることができる。
【０１２５】
また、第２の実施形態においては、まず元となる候補ページが、その元となった（元の元
）ページからの差替えと賛同を受けた画像を明示することで、好適な新規候補ページの作
成を容易にする。
【０１２６】
また、第２の実施形態においては、候補ページ編集時に画像が既に選択や賛同を受けてい
ることを明示することで好適な新規候補ページの作成を容易にすることができる。また、
候補ページ作成時に画像が既に選択や賛同を受けていないことを明示することで編集すべ
き画像を明確にでき、画像ページの編集の効率を上げることができ、好適な新規候補ペー
ジの作成を容易にする。更にまた、人為的な編集行為のおよんでいない画像を知ることが
でき、好適な新規候補ページの作成を容易にすることができる。
【０１２７】
また、第３の実施形態においては、候補ページが承認され一般公開される際に、人為的な
編集行為のおよんでいない画像について、自動的に好適な画像に差替え、画像ページの見
栄えを良くすることができる。また、候補ページが承認され一般公開される際に、人為的
な編集行為のおよんでいない画像について削除することで、画像ページの見栄えを良くす
ることができる。
【０１２８】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、ネットワーク上で発信するための文書に含ませる画
像を、簡単に更新することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施形態におけるカメラサーバのブロック構成図である。
【図２】実施形態のカメラサーバが適用されるシステム構成図である。
【図３】第１の実施形態におけるカメラサーバの撮影スケジュールの設定を行うユーザイ
ンタフェースを示す図である。
【図４】第１の実施形態における画像編集の流れを示す図である。
【図５】第１の実施形態におけるページ承認の流れを説明する図である。
【図６】第１の実施形態における動作設定プログラムの処理手順を示すフローチャートで
ある。
【図７】第１の実施形態における録画実行プログラムの処理手順を示すフローチャートで
ある。
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【図８】第１の実施形態における候補編集プログラムの処理手順を示すフローチャートで
ある。
【図９】第１の実施形態におけるページ選択プログラムの処理手順を示すフローチャート
である。
【図１０】第２の実施形態におけるカメラサーバのブロック構成図である。
【図１１】第２の実施形態における画像編集の流れを示す図である。
【図１２】第２の実施形態における候補編集プログラムの処理手順を示すフローチャート
である。
【図１３】第２の実施形態における差し替えテーブルの内容を示す図である。
【図１４】第２の実施形態における画像の選定処理における表示例を示す図である。
【図１５】第３の実施形態におけるカメラサーバのブロック構成図である。
【図１６】第３の実施形態におけるカメラサーバの撮影スケジュールの設定を行うユーザ
インタフェースを示す図である。
【図１７】第３の実施形態におけるアップロードプログラムの処理手順を示すフローチャ
ートである。
【図１８】第３の実施形態における削除された画像一覧ページの例を示す図である。
【符号の説明】
１００　カメラサーバ
１０１　メモリ
１０６　補助記憶装置
１１３　動作設定プログラム
１１４　録画実行プログラム
１１５　候補編集プログラム
１１６　ページ選択プログラム
１２０－１－１，１２０－１－２，…，１２０－ｎ－ｍ　画像データ
４０１，４０２　画像データ
３０１　設定ページ画面
４１０　候補リスト画面
４１１　変更画像選択画面
４１２　差し替え画像選定画面
５０２　候補ページ選択画面
５０３　ページ承認処理画面
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